
 

 

 

 

 

 

 

大島町子ども家庭支援センター               通信２６８号（2023年９月号） 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

                                                                 

                                                                                                                                 

                                                                

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 月 火 水 木 金 土 
今年の十五夜は9月２９日（金）です。だんだんと夜長になる９月、中秋の名月と呼

ばれる十五夜の日にお家でお月見を楽しむのもよさそうです。夜空にぽっかりと浮か

ぶお月さまの光に癒されましょう。 

１ ２ 
自然物で 

作ろう週間終 
３ 
 

４ 
ステンシルやスタンプ
で作ろう週間始 

５ ６ 
身長体重計測日
９：３０～ 

７  

絵本の会  

８ ９ 

１０ 
わかば相談 

１１ 
わかば相談 

１２ １３ １４  １５ １６ 
 

１７ 
 

１８ 
敬老の日 

１９ 
 

２０ 
身長体重計測日
９：３０～ 

２１ 

 

２２ 
ステンシルやスタンプ
で作ろう週間終 

２３ 
秋分の日 

２４ ２５ 
アロマサシェを 

作ろう週間始 

２６ 
お楽しみ 

２７ ２８ ２９ ３０ 

 わ～わ・くらぶ 

～２日（土）自然物で作ろう週間  

 大島で見つけたシーグラス・流木・貝殻等を使っていろいろな物を作りましょう！ 

４日（月）～２２日（金）ステンシルやスタンプで作ろう週間   

 ステンシルやスタンプを使って自分だけのオリジナル作品を作りましょう。 

６日・２０日（水）身長・体重計測日 ９：３０～１２：００   

身長・体重を計測したり、育児の相談等にも応じます。  

７日（木）絵本の会 １０：４５～ ママボランティア 

手遊びや絵本の読み聞かせで、親子でこころがほっこりする時間を過ごしましょう。 

１０・１１日（日・月）わかば相談  臨床心理士 今村泰洋さん    

悩みや困ったことを相談してみませんか。ご希望の方はお早めに（２－２３９８）ご連絡ください。 

生涯学習センター・郷２Ｆ相談室にて行います。 

２５日（月）～10 月 21 日（土）アロマサシェを作ろう週間 

 ロウ、ドライフラワー、アロマを使ってアレンジを楽しみながら作ってみましょう！ 

２６日（火）お楽しみ「食育・明日葉おやきを食べよう」１０：３０～ 吉岡栄養士   

 明日葉は山野に自生し、せり科の仲間でビタミンＡ・鉄分・カルシウムが含まれ、繊維質も多く便

通をよくし、利尿効果もあります。明日葉を使った郷土料理を味わってみましょう！個数に限りが

ありますので無くなり次第終了となります。ご了承ください。 

 

 

 

○乳幼児親子の出会いの場、ゆっくり過ごせ

る場所です。 

○子育ての情報交換や仲間づくり 

○子育ての講座や行事 

○子どもと家庭の相談も随時、お声かけくだ

さい。 

○授乳やおむつ替えが出来るスペースがあ

ります。 

利用時間  月曜日～土曜日（祝日を除く） 

９：３０～１6：００ 

所在地  大島町野増字大宮 

     野増地域センター内 

電話   ０４９９２－２－２３８１ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

・育児の仕方や子どもとの関わり

・子育ての悩みや家事の事・子どもの発達や行動 

・保護者の気持ち ・療育にお困りの時 

・子育ての支援についての情報提供 

＊相談内容により、他の機関などをご案内する

場合もあります。 

虐待に気づいたら、虐待が疑われる場合は速や

かに連絡相談をして下さい。連絡、相談された方

が特定されないよう秘密は守ります。 

利用時間 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

９：００～１７：００ 

所在地  大島町元町字丸塚５４８－１ 

     大島町生涯学習センター・郷２階 

電話   ０４９９２－２－２３９８ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

Ｅ- 

 

 

 

 

電話  ０４９９２－２－２３９８ 

E－mail  shien@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

 

 

      

         

 

 
皆さんにひろばで遊んで頂く為に以下のご協力をお願いします。 

●利用当日、親子で体温を計測してください。 発熱（３７，５℃以上）以外に、咳・鼻水・下痢・嘔吐

などの体調不良、食欲がない、機嫌が悪いなど、いつもと異なった様子の時は利用をご遠慮ください。 

●解熱後２４時間以上が経過し、その他の症状が改善傾向となるまでは、同様の対応をお願いします。併

せて、同居家族に発熱や呼吸器症状等の風邪症状がある場合は、利用を控えていただくようご協力をお

願いします。 

●受付時の検温は引き続き実施しますのでご協力をお願いします。 

●帰り際、使ったおもちゃは使用済みおもちゃ用のかごの中に入れるようにしましょう。 

 

 

 

 

野増地域センター内 

子ども家庭支援センター 

（子育てひろば事業等） 

 

 

生涯学習センター 郷２階 

子ども家庭支援センター 

（子ども家庭総合相談事業） 
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1.水        7.タオル 

2.液体ミルク    8.使い捨てカイロ 

3.ベビーフード   9.肌着 

4.紙皿、スプーン、ラップ 

5.哺乳瓶（紙コップ）10.紙おむつ 

6.おしりふき    11.レジ袋 

 

 

  

 

 

地震などの自然災害は、いつどこで起きるかわかりません。もし自宅が被災した場合、しばらく避難

所生活になることも考えられます。赤ちゃんを連れての避難は、とても大変ですよね。普段は母乳のお

母さんも、災害時の緊張や疲れから、母乳が出づらくなるケースがあります。また、安心して使える水

や乳児用ミルクは、手に入りづらいとも言われています。液体ミルクや粉ミルクをはじめ、水、紙おむ

つ、おくるみなど、赤ちゃんとの避難所生活に必要なものは、非常時にさっと持ち出せるよう『非常用

持ち出し袋』を作っておきましょう。 

 

今年の立秋は８月８日、ここを過ぎると暦の上で季節は秋に向かい、暑さも残暑という言い方にな

ります。昨今は季節の変化も慌ただしく、今年も春から大雨、洪水、猛暑と自然の猛威は恐ろしく被

害にあわれた地域の方もいらっしゃいます。  

９月１日は「防災の日」です。安全安心に慣れてしまわず、いざという時に私たち大人は子どもたち

の命をどう守るか、改めて考えなければいけないと思います。まずは家周りの点検、持ち出し品の準

備、ご近所さんを知るなど、できることから始めてみましょう。 

 残暑がひと段落すると、夏バテにも注意が必要です。日ごろから手洗いの徹底と、十分な睡眠と栄

養を心がけ、意識して免疫力を高めたいですね。また、ストレスとの付き合い方も大事です。上手に

発散しましょう。  

 

【材料】（作りやすい分量：2人分） 

米 1合 焼き鳥缶(たれ)1缶(70g) しめじ 1/4株 

にんじん 30g しょうゆ小さじ 1 白いりごま適量 

【作り方】 

①にんじんはいちょう切り、しめじは根元を切り落としてほぐす。

②米は洗って水気を切り、炊飯器に入れ、表示通りに水を注ぐ。 

③②に①と焼き鳥缶を缶汁ごと入れ、しょうゆを加えて炊く。 

④炊き上がったらよく混ぜ、器に盛り白いりごまを振る。 

“ローリングストック”、もっと身近に！

 
防災意識が高まる9月。災害時の不安と緊張を和らげ少しでも快適に過ごせるように、普段の食卓に

缶詰などのストック食材を取り入れておきませんか？災害時でも食べなれた料理を口にできれば、ほっ

とするかもしれません。さまざまに使える缶詰で毎日の食事にも手軽においしい一品が作れます。非常

時でも家族の心身の健康を維持するために、普段の生活で防災のイメージを今より少し意識してみませ

んか？ 

 
ローリングストックのメリットは賞

味期限切れが無理なく防げること、 

非常時でも慌てずに日常に食べなれ

ている味を口にできること。心に余

裕が持てます。缶詰は保存期間が２

～3年と長くいざとなればふたを開

けて即食べれるし、なによりも災害

時に不足しがちなたんぱく質が補給

できます。魚や肉、豆類の缶詰がお

すすめ！毎日の食事には彩りや調味

料をプラスして味のバージョンアッ

プを。盛り付けにも個性を生かして

みましょう！ 

 

生命維持に必要な水は大人一人あたり1日３ℓ。 

飲み慣れているお茶やジュースなども、ストックしておく

と◎。 

主食となる炭水化物は重要なエネルギー源。洗わ 

ずに使える無洗米やお餅のほか、ゆで時間が短い麺類など 

がおすすめ。 

魚、肉、大豆など缶詰はたんぱく質が豊富。 

 フルーツの缶詰やジャムなどもストックを。 

主食から副菜までバラエテ

ィー豊か。収納がコンパクトなのも魅力。 

調理はもちろん、缶詰やレトルト食品のアレンジ 

にも使える。 

甘いものは緊張を和らげてくれる。栄養補助食品 

は非常持ち出し袋にも入れておくとよい。 

自然解凍で食べられるものを。冷凍室に食材が

いっぱいに詰まっていれば停電しても解けにくい。 

          （備蓄の目安は家族人数×７日分） 

※レジ袋は、おむつカバーやエプロン

等に代用できます。 

  

 

 

濃厚な甘辛いたれがたっぷりからまった焼き鳥を缶

詰にしたもの。たれを生かしてチャーハンや親子丼、

パスタなどにアレンジするのもおすすめ。 

 

【材料】（作りやすい分量：2～3人分） 

白菜 150g 長ネギ(青い部分)10㎝  

しょうが 1 片 さば水煮缶 1 缶(190g)

だし汁 400mℓ みそ大さじ１ 

【作り方】 

①白菜はざく切り、長ねぎは斜め薄切

り、しょうがは千切りにする。②鍋に

だし汁を入れて中火にかけ、沸騰した

ら白菜と長ねぎ、半量のしょうがとさ

ば缶を缶汁ごと加える。③野菜に火が

通ったらみそを溶きいれて器に盛り、

残りのしょうがを飾る。 

 

さばを骨まで柔らかく煮込

んだ水煮缶は栄養も豊富。煮

物やサラダにするなど、少し

手を加えるだけで立派なお

かずに。うまみと栄養がつま

った缶汁は捨てずに利用を。

 

災害時を考えて普段から少し多

めに食材や加工品を買っておき

賞味期限の近づいたものから食

べて、その分を買い足していく

ことで災害の備えにすること。 

 

 

～ ひろば～  ７・8 月の窓から 

 
 

 

夏は 

プールが一番！ 

 

 

 

 

 

 

山田三正先生にいろいろな用具を

使ったシャボン玉作りを教えてい

ただきました。 

 

 

 

 


